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(57)【要約】
【課題】各シーンで要求される機能が異なる場合でもユ
ーザが操作しやすい情報読取装置を提供する。
【解決手段】ベースモジュール１０は、組み付けられる
トップモジュール、ボトムモジュール及びバックモジュ
ールの３つの機能モジュールを利用した制御を行なう制
御部１２と、制御部１２により表示内容が制御されるタ
ッチパネル１４とを備え、トップモジュールはベースモ
ジュール１０の長手方向一端側にて接続され、ボトムモ
ジュールはベースモジュール１０の長手方向他端側にて
接続され、バックモジュールはベースモジュール１０に
おけるタッチパネル１４の表示画面１４ａに対して裏面
側にて接続される。そして、制御部１２は、ベースモジ
ュール１０に対して接続された３つの機能モジュールか
ら取得した情報に応じてそれぞれの機能を認識する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースモジュールに対してトップモジュール、ボトムモジュール及びバックモジュール
の３つの機能モジュールをそれぞれ接続することで所定の機能を付加するように構成され
る情報読取装置であって、
　前記ベースモジュールは、前記３つの機能モジュールを利用した制御を行なう制御部と
、前記制御部により表示内容が制御される表示部とを備え、
　前記トップモジュールは、前記ベースモジュールの長手方向一端側にて接続され、外部
の情報を読み取るための第１の読取部及び音響部の少なくとも１つを備え、
　前記ボトムモジュールは、前記ベースモジュールの長手方向他端側にて接続され、外部
の情報を読み取るための第２の読取部、キー操作部及び電池ユニットの少なくとも１つを
備え、
　前記バックモジュールは、前記ベースモジュールにおける前記表示部の表示画面に対し
て裏面側にて接続され、外部の情報を読み取るための第３の読取部、アンテナ、充電ユニ
ット及び把持部の少なくとも１つを備え、
　前記制御部は、前記ベースモジュールに対して接続された前記３つの機能モジュールか
ら取得した情報に応じてそれぞれの機能を認識することを特徴とする情報読取装置。
【請求項２】
　前記制御部は、電源投入時に、前記ベースモジュールに対して接続された前記３つの機
能モジュールから取得した情報に応じてそれぞれの機能を認識することを特徴とする請求
項１に記載の情報読取装置。
【請求項３】
　前記第１の読取部、前記第２の読取部及び前記第３の読取部のいずれか１つが無線通信
を利用して外部の情報を読み取る無線通信部として機能し、
　前記制御部は、前記無線通信部に対して指示することなく、前記無線通信部が読み取っ
た前記外部の情報を当該無線通信部から受信することを特徴とする請求項１又は２に記載
の情報読取装置。
【請求項４】
　前記制御部により報知内容が制御される報知部を備え、
　前記制御部は、前記トップモジュール、前記ボトムモジュール及び前記バックモジュー
ルの少なくともいずれか１つの前記ベースモジュールへの接続が確認できない場合に、第
１の報知を行うように前記報知部を制御することを特徴とする請求項１～３のいずれか一
項に記載の情報読取装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記トップモジュールにより付加される機能、前記ボトムモジュールに
より付加される機能及び前記バックモジュールにより付加される機能が、所定の機能の組
み合わせとなる場合に、第２の報知を行うように前記報知部を制御することを特徴とする
請求項４に記載の情報読取装置。
【請求項６】
　前記ベースモジュールに対して接続され得る前記３つの機能モジュールのそれぞれの機
能を実現するための複数のアプリケーションプログラムが前記制御部にて実行可能に記憶
される記憶部を備え、
　前記制御部は、前記複数のアプリケーションプログラムのうち、認識した機能を実現す
るためのアプリケーションプログラムを選択可能に表示し、認識されない機能を実現する
ためのアプリケーションプログラムを表示しないように、前記表示部を制御することを特
徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の情報読取装置。
【請求項７】
　前記ベースモジュールは、前記制御部及び前記表示部に加えて、バッテリ装着部及びベ
ースモジュール用キー操作部の少なくともいずれか１つを備えることを特徴とする請求項
１～６のいずれか一項に記載の情報読取装置。
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【請求項８】
　前記トップモジュールは、前記第１の読取部、前記音響部、トップモジュール用キー操
作部、センサ、トップモジュール用バイブレータ及び照明部の少なくともいずれか１つを
備えることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の情報読取装置。
【請求項９】
　前記ボトムモジュールは、前記第２の読取部、前記キー操作部、前記電池ユニット、ボ
トムモジュール用音響部、電池蓋開封検知部及び小型保護部の少なくともいずれか１つを
備えることを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の情報読取装置。
【請求項１０】
　前記バックモジュールは、前記第３の読取部、前記アンテナ、前記充電ユニット、前記
把持部、バックモジュール用電池ユニット及びバックモジュール用バイブレータの少なく
ともいずれか１つを備えることを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載の情報読
取装置。
【請求項１１】
　ベースモジュールに対して少なくとも第１の機能モジュール及び第２の機能モジュール
を含めた複数の機能モジュールをそれぞれ接続することで所定の機能を付加するように構
成される情報読取装置であって、
　前記ベースモジュールは、前記複数の機能モジュールを利用した制御を行なう制御部に
加えて、前記制御部により表示内容が制御されるベースモジュール用表示部、バッテリ装
着部及びベースモジュール用キー操作部の少なくともいずれか１つを備え、
　前記第１の機能モジュールは、前記ベースモジュールに接続され、外部の情報を読み取
るための第１の読取部、第１の表示部、第１の音響部、第１のキー操作部、第１のセンサ
、第１のバイブレータ、第１の照明部、第１の電池ユニット、第１の電池蓋開封検知部、
第１の小型保護部、第１のアンテナ、第１の充電ユニット、第１の把持部の少なくともい
ずれか１つを備え、
　前記第２の機能モジュールは、前記ベースモジュールに接続され、外部の情報を読み取
るための第２の読取部、第２の表示部、第２の音響部、第２のキー操作部、第２のセンサ
、第２のバイブレータ、第２の照明部、第２の電池ユニット、第２の電池蓋開封検知部、
第２の小型保護部、第２のアンテナ、第２の充電ユニット、第２の把持部の少なくともい
ずれか１つを備え、
　前記制御部は、前記ベースモジュールに対して接続された前記複数の機能モジュールか
ら取得した情報に応じてそれぞれの機能を認識することを特徴とする情報読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報読取装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、情報コードを光学的に読み取る光学的情報読取装置やＲＦＩＤタグを非接触にて
読み書きするＲＦＩＤタグリーダライタなどの情報読取装置には、物流や保管、店頭など
、各シーンに合わせて様々な機能が求められる。このような様々な機能を実現可能な情報
読取装置として、例えば、下記特許文献１に開示される光学情報読取装置が知られている
。この情報読取装置は、ハンドヘルド型のバーコードリーダ及びＰＤＡと、ＰＤＡを載置
状に保持すると共にバーコードリーダに結合させる受台とを分離可能に組合せて構成され
、その組合せ状態で、バーコードの読取り及び読取ったデータの処理，収集等を行うこと
が可能な、いわゆるバーコードハンディターミナルとして機能するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－００５１６４号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のような情報読取装置は、物流や棚卸などの各シーンに合わせて使い分けがされ、
そのシーンごとに全く異なる専用の機種で運用される場合が多い。例えば、物流工程では
、Ａ社のＱＲコードリーダにて製品等を搬送する搬送パレット単位で表示されるＱＲコー
ド（登録商標）を読み取り、店頭等の棚卸工程では、Ｂ社のＲＦＩＤタグリーダライタに
て製品等に付されたＲＦＩＤタグを読み取るような運用等が想定される。さらに、物流工
程における物流倉庫では、Ｃ社のＱＲコードリーダにて棚上段に載置されている梱包箱等
に付されたＱＲコードを離れた位置から読み取るような運用が想定される。
【０００５】
　ところで、最近増加する物流から小売りまで一括で管理するような場合、各シーンごと
で情報の読み取りに利用する装置の機種が異なってしまうために、使い勝手が悪くなる場
合がある。例えば、一括管理の一環として、店頭等の棚卸作業でＲＦＩＤタグリーダライ
タを利用した読み取りを担当しているユーザが、倉庫に保管される梱包箱等に付されたＱ
ＲコードをＱＲコードリーダにて読み取る場合もあり、このような場合には、ＲＦＩＤタ
グリーダライタの操作とＱＲコードリーダの操作とが異なるために、使い勝手が悪いと感
じてしまうという問題がある。この問題は、情報の読み取りの際に実施するアプリケーシ
ョンプログラムの操作性だけでなく、例えば、キーの配置が異なるだけでも使い勝手が悪
いと感じてしまう場合がある。
【０００６】
　本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであり、その目的とするところ
は、各シーンで要求される機能が異なる場合でもユーザが操作しやすい情報読取装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、特許請求の範囲の請求項１に記載の発明は、
　ベースモジュール（１０）に対してトップモジュール（２０ａ，２０ｂ，２０ｃ）、ボ
トムモジュール（３０ａ，３０ｄ）及びバックモジュール（４０ａ，４０ｃ，４０ｅ）の
３つの機能モジュールをそれぞれ接続することで所定の機能を付加するように構成される
情報読取装置（１ａ～１ｅ）であって、
　前記ベースモジュールは、前記３つの機能モジュールを利用した制御を行なう制御部（
１２）と、前記制御部により表示内容が制御される表示部（１４）とを備え、
　前記トップモジュールは、前記ベースモジュールの長手方向一端側にて接続され、外部
の情報を読み取るための第１の読取部（２３ａ，２３ｂ，２６ｃ）及び音響部（２５ａ）
の少なくとも１つを備え、
　前記ボトムモジュールは、前記ベースモジュールの長手方向他端側にて接続され、外部
の情報を読み取るための第２の読取部、キー操作部（３２ａ）及び電池ユニット（３３ａ
，３３ｄ）の少なくとも１つを備え、
　前記バックモジュールは、前記ベースモジュールにおける前記表示部の表示画面（１４
ａ）に対して裏面側にて接続され、外部の情報を読み取るための第３の読取部、アンテナ
（４２ａ）、充電ユニット（４６ｅ）及び把持部（４３ｃ）の少なくとも１つを備え、
　前記制御部は、前記ベースモジュールに対して接続された前記３つの機能モジュールか
ら取得した情報に応じてそれぞれの機能を認識することを特徴とする。
　なお、上記各括弧内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を示
すものである。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の発明では、ベースモジュールは、組み付けられるトップモジュール、ボトム
モジュール及びバックモジュールの３つの機能モジュールを利用した制御を行なう制御部
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と、制御部により表示内容が制御される表示部とを備え、トップモジュールは、ベースモ
ジュールの長手方向一端側にて接続され、第１の読取部及び音響部の少なくとも１つを備
え、ボトムモジュールは、ベースモジュールの長手方向他端側にて接続され、第２の読取
部、キー操作部及び電池ユニットの少なくとも１つを備え、バックモジュールは、ベース
モジュールにおける表示部の表示画面に対して裏面側にて接続され、第３の読取部、アン
テナ、充電ユニット及び把持部の少なくとも１つを備えるように構成されている。そして
、制御部は、ベースモジュールに対して接続された３つの機能モジュールから取得した情
報に応じてそれぞれの機能を認識する。
【０００９】
　これにより、利用するシーンに適した機能を備える３つの機能モジュールをベースモジ
ュールに対してそれぞれ接続することで、その接続した機能モジュールに応じた所定の機
能等が制御部により制御される。特に、各機能モジュールや各機能をそれぞれ実現するた
めに用意される複数のアプリケーションプログラムを共通の設計思想に基づいて設計でき
るので、操作方法やキー配置、操作時の表示態様等の共通化を容易に図ることができる。
したがって、各シーンで要求される機能が異なる場合でもユーザが操作しやすい情報読取
装置を実現することができる。
【００１０】
　請求項２の発明では、制御部は、電源投入時に、ベースモジュールに対して接続された
３つの機能モジュールから取得した情報に応じてそれぞれの機能を認識する。通常、ベー
スモジュールに対して各機能モジュールを接続した後に電源投入するので、接続される各
機能モジュールの機能を確実に認識することができる。
【００１１】
　請求項３の発明では、第１の読取部、第２の読取部及び第３の読取部のいずれか１つが
無線通信を利用して外部の情報を読み取る無線通信部として機能し、制御部は、無線通信
部に対して指示することなく、無線通信部が読み取った外部の情報を当該無線通信部から
受信する。これにより、制御部にて最初に無線通信部を認識さえすれば、その後は無線通
信部への指示が不要となるので、制御部での通信処理に関する負荷を軽減することができ
る。
【００１２】
　請求項４の発明では、制御部は、トップモジュール、ボトムモジュール及びバックモジ
ュールの少なくともいずれか１つのベースモジュールへの接続が確認できない場合に、第
１の報知を行うように報知部を制御する。これにより、報知部により第１の報知が行われ
た場合には、トップモジュール、ボトムモジュール及びバックモジュールの少なくともい
ずれか１つがベースモジュールに接続されていない接続不良状態であることを容易に認識
でき、その接続不良状態を迅速に解消することができる。
【００１３】
　請求項５の発明では、制御部は、トップモジュールにより付加される機能、ボトムモジ
ュールにより付加される機能及びバックモジュールにより付加される機能が、所定の機能
の組み合わせとなる場合に、第２の報知を行うように報知部を制御する。これにより、例
えば、互いに相性が悪い機能をそれぞれ付加するような除外すべき組み合わせを所定の機
能の組み合わせとして予め設定することで、報知部により第２の報知が行われた場合には
、除外すべき組み合わせになっていることを容易に認識でき、その除外すべき組み合わせ
を迅速に解消することができる。
【００１４】
　請求項６の発明では、制御部は、記憶部に実行可能に記憶される複数のアプリケーショ
ンプログラムのうち、認識した機能を実現するためのアプリケーションプログラムを選択
可能に表示し、認識されない機能を実現するためのアプリケーションプログラムを表示し
ないように、表示部を制御する。これにより、接続した機能モジュールに応じて付加され
る機能と異なる機能を実現するためのアプリケーションプログラムが表示部に表示される
こともないため、誤操作が防止されて、操作性を向上させることができる。
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【００１５】
　請求項７の発明では、ベースモジュールは、制御部及び表示部に加えて、バッテリ装着
部及びベースモジュール用キー操作部の少なくともいずれか１つを備えるように構成され
る。このように、ベースモジュールが多機能化しても、ユーザが操作しやすい情報読取装
置を実現することができる。
【００１６】
　請求項８の発明では、トップモジュールは、第１の読取部、音響部、トップモジュール
用キー操作部、センサ、トップモジュール用バイブレータ及び照明部の少なくともいずれ
か１つを備えるように構成される。このように、トップモジュールが多機能化しても、ユ
ーザが操作しやすい情報読取装置を実現することができる。
【００１７】
　請求項９の発明では、ボトムモジュールは、第２の読取部、キー操作部、電池ユニット
、ボトムモジュール用音響部、電池蓋開封検知部及び小型保護部の少なくともいずれか１
つを備えるように構成される。このように、ボトムモジュールが多機能化しても、ユーザ
が操作しやすい情報読取装置を実現することができる。
【００１８】
　請求項１０の発明では、バックモジュールは、第３の読取部、アンテナ、充電ユニット
、把持部、バックモジュール用電池ユニット及びバックモジュール用バイブレータの少な
くともいずれか１つを備えるように構成される。このように、バックモジュールが多機能
化しても、ユーザが操作しやすい情報読取装置を実現することができる。
【００１９】
　請求項１１の発明では、ベースモジュールは、少なくとも第１の機能モジュール及び第
２の機能モジュールを含めた複数の機能モジュールを利用した制御を行なう制御部に加え
て、制御部により表示内容が制御されるベースモジュール用表示部、バッテリ装着部及び
ベースモジュール用キー操作部の少なくともいずれか１つを備えるように構成されている
。また、第１の機能モジュールは、ベースモジュールに接続され、外部の情報を読み取る
ための第１の読取部、第１の表示部、第１の音響部、第１のキー操作部、第１のセンサ、
第１のバイブレータ、第１の照明部、第１の電池ユニット、第１の電池蓋開封検知部、第
１の小型保護部、第１のアンテナ、第１の充電ユニット、第１の把持部の少なくともいず
れか１つを備え、第２の機能モジュールは、ベースモジュールに接続され、外部の情報を
読み取るための第２の読取部、第２の表示部、第２の音響部、第２のキー操作部、第２の
センサ、第２のバイブレータ、第２の照明部、第２の電池ユニット、第２の電池蓋開封検
知部、第２の小型保護部、第２のアンテナ、第２の充電ユニット、第２の把持部の少なく
ともいずれか１つを備えるように構成されている。そして、制御部は、ベースモジュール
に対して接続された複数の機能モジュールから取得した情報に応じてそれぞれの機能を認
識する。
【００２０】
　これにより、利用するシーンに適した機能を備える複数の機能モジュールをベースモジ
ュールに対してそれぞれ接続することで、その接続した機能モジュールに応じた所定の機
能等が制御部により制御される。特に、各機能モジュールや各機能をそれぞれ実現するた
めに用意される複数のアプリケーションプログラムを共通の設計思想に基づいて設計でき
るので、操作方法やキー配置、操作時の表示態様等の共通化を容易に図ることができる。
したがって、各シーンで要求される機能が異なる場合でもユーザが操作しやすい情報読取
装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】情報読取装置１ａを示す説明図であり、図１（Ａ）は平面図を示し、図１（Ｂ）
は側面図を示し、図１（Ｃ）は、正面図を示す。
【図２】図１の情報読取装置１ａを示す説明図であり、図２（Ａ）は背面図を示し、図２
（Ｂ）は底面図を示す。
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【図３】図１の情報読取装置１ａの分解図である。
【図４】図１の情報読取装置１ａの電気的構成を概略的に例示するブロック図である。
【図５】図４の情報コード読取ユニットの電気的構成を概略的に例示するブロック図であ
る。
【図６】情報読取装置１ｂを示す説明図であり、図６（Ａ）は平面図を示し、図６（Ｂ）
は側面図を示し、図６（Ｃ）は、正面図を示す。
【図７】図６の情報読取装置１ｂを示す説明図であり、図７（Ａ）は背面図を示し、図７
（Ｂ）は底面図を示す。
【図８】図６の情報読取装置１ｂの分解図である。
【図９】図６の情報読取装置１ｂの電気的構成を概略的に例示するブロック図である。
【図１０】情報読取装置１ｃを示す説明図であり、図１０（Ａ）は平面図を示し、図１０
（Ｂ）は側面図を示し、図１０（Ｃ）は、正面図を示す。
【図１１】図１０の情報読取装置１ｃを示す説明図であり、図１１（Ａ）は背面図を示し
、図１１（Ｂ）は底面図を示す。
【図１２】図１０の情報読取装置１ｃの分解図である。
【図１３】図１０の情報読取装置１ｃの電気的構成を概略的に例示するブロック図である
。
【図１４】図１３の無線タグ処理ユニットの電気的構成を概略的に例示するブロック図で
ある。
【図１５】情報読取装置１ｄを示す説明図であり、図１５（Ａ）は平面図を示し、図１５
（Ｂ）は側面図を示し、図１５（Ｃ）は、正面図を示す。
【図１６】図１５の情報読取装置１ｄを示す説明図であり、図１６（Ａ）は背面図を示し
、図１６（Ｂ）は底面図を示す。
【図１７】図１５の情報読取装置１ｄの分解図である。
【図１８】図１５の情報読取装置１ｄの電気的構成を概略的に例示するブロック図である
。
【図１９】情報読取装置１ｅを示す説明図であり、図１９（Ａ）は平面図を示し、図１９
（Ｂ）は側面図を示し、図１９（Ｃ）は、正面図を示す。
【図２０】図１９の情報読取装置１ｅを示す説明図であり、図２０（Ａ）は背面図を示し
、図２０（Ｂ）は底面図を示す。
【図２１】図１９の情報読取装置１ｅの分解図である。
【図２２】図１９の情報読取装置１ｅの電気的構成を概略的に例示するブロック図である
。
【図２３】情報読取装置１ｆの分解図である。
【図２４】図２３の情報読取装置１ｆの電気的構成を概略的に例示するブロック図である
。
【図２５】情報読取装置１ｇの分解図である。
【図２６】図２５の情報読取装置１ｇの電気的構成を概略的に例示するブロック図である
。
【図２７】第２実施形態の第３変形例に係る情報読取装置の電気的構成を概略的に例示す
るブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
［第１実施形態］
　以下、本発明の第１実施形態に係る情報読取装置について、図面を参照して説明する。
　本実施形態に係る情報読取装置は、ベースモジュールに対してトップモジュール、ボト
ムモジュール及びバックモジュールの３つの機能モジュールをそれぞれ接続することで所
定の機能を付加するように構成される携帯型の情報処理端末である。すなわち、トップモ
ジュール、ボトムモジュール及びバックモジュールがそれぞれ付加する機能に合わせて複
数種類用意されており、これらの機能モジュールを組み替えることで、所望の機能を有す
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る情報読取装置を構成することができる。
【００２３】
　本実施形態では、ベースモジュール１０に対して接続される３つの機能モジュールの組
み合わせにより、それぞれ機能の異なる５種類の情報読取装置１ａ～１ｅが構成される。
情報読取装置１ａは、情報コードを読み取り可能であってキーボードを備えるように構成
され、情報読取装置１ｂは、情報読取装置１ａに対してより離れた位置の情報コードをも
読み取り可能となるように構成される。情報読取装置１ｃは、情報読取装置１ａに対して
ＲＦタグ等の無線タグを読み書き可能であってガンタイプの把持部を備えるように構成さ
れる。情報読取装置１ｄは、情報読取装置１ａに対してキーボードが無いスマートフォン
タイプとして構成され、情報読取装置１ｅは、情報読取装置１ｄに対して非接触充電可能
に構成されている。
【００２４】
　以下、各情報読取装置１ａ～１ｅのそれぞれの構成について、情報読取装置１ａから順
に図面を参照して詳述する。
　図１～図３に示すように、情報読取装置１ａは、ベースモジュール１０に対してトップ
モジュール２０ａ、ボトムモジュール３０ａ及びバックモジュール４０ａを組み付けてコ
ネクタ等を介して電気的に接続することで構成される。
【００２５】
　まず、ベースモジュール１０について説明する。
　ベースモジュール１０は、各情報読取装置１ａ～１ｅにて共通に用いられるモジュール
であって、外郭を構成するケース１１に対して、接続される各機能モジュールを含めた装
置全体を制御する制御部１２と、記憶部１３、タッチパネル１４及び通信部１５とが収容
等されるように構成されている。ケース１１の長手方向一端側（図３の上側）や長手方向
他端側（図３の下側）、裏面側（図３の右側）には、組み付けられる各機能モジュールと
制御部１２とを電気的に接続するコネクタ等が配置されている。
【００２６】
　記憶部１３は、例えば半導体メモリ装置などの公知の記憶装置によって構成されており
、ベースモジュール１０に対して接続され得る各機能モジュールのそれぞれの機能を実現
するための複数のアプリケーションプログラム等が制御部１２にて実行可能に予め記憶さ
れている。
【００２７】
　タッチパネル１４は、公知のタッチパネル型の表示装置として構成されており、液晶表
示器等の公知の表示デバイスとして構成される表示部と、この表示部の表示画面１４ａに
重ねられて当該表示画面１４ａに対して押圧操作（接触）している範囲を検出可能な検出
部として機能する透明性の操作パネルとを備えている。このタッチパネル１４は、制御部
１２によって表示部の表示内容が制御され、狭額縁化（狭ベゼル化）されるように大型化
された表示画面１４ａがケース１１の表面１１ａに配置されている。
【００２８】
　通信部１５は、制御部１２によりで制御されて、ケース１１内に配置されるアンテナ又
は接続される機能モジュールに設けられるアンテナを利用して電話回線や無線ＬＡＮを介
した無線通信等を行う外部インタフェースとして構成されている。
【００２９】
　次に、トップモジュール２０ａについて説明する。
　トップモジュール２０ａは、ベースモジュール１０のケース１１の長手方向一端側に組
み付けられる機能モジュールであって、外郭を構成するケース２１ａに対して、情報コー
ドを光学的に読み取る情報コード読取ユニット２３ａと音響部２５ａとが収容等されるよ
うに構成されている。
【００３０】
　情報コード読取ユニット２３ａは、図５に示すように、ＣＣＤエリアセンサからなる受
光センサ２４ａ、結像レンズ２４ｂ、複数個のＬＥＤやレンズ等から構成される照明部２
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４ｃなどを備えた構成をなしており、制御部１２と協働して読取対象Ｒに付された情報コ
ードＣ（バーコードや二次元コード）を読み取るように機能する。この情報コード読取ユ
ニット２３ａによって読み取りを行う場合、まず、制御部１２によって指令を受けた照明
部２４ｃから照明光Ｌｆが出射され、この照明光Ｌｆが読取口２２ａを通って読取対象Ｒ
に照射される。そして、照明光Ｌｆが情報コードＣにて反射した反射光Ｌｒは読取口２２
ａを通ってユニット内に取り込まれ、結像レンズ２４ｂを通って受光センサ２４ａに受光
される。読取口２２ａと受光センサ２４ａとの間に配される結像レンズ２４ｂは、情報コ
ードＣの像を受光センサ２４ａ上に結像させる構成をなしており、受光センサ２４ａはこ
の情報コードＣの像に応じた受光信号を出力する。受光センサ２４ａから出力された受光
信号は、画像データとして記憶部１３に記憶され、情報コードＣに記録される情報を取得
するためのデコード処理に用いられるようになっている。なお、情報コード読取ユニット
２３ａには、受光センサ２４ａからの信号を増幅する増幅回路や、その増幅された信号を
デジタル信号に変換するＡＤ変換回路等が設けられているがこれらの回路については図示
を省略している。なお、情報コード読取ユニット２３ａは、外部の情報として情報コード
Ｃを読み取る「第１の読取部」の一例に相当し得る。
【００３１】
　音響部２５ａは、公知のスピーカ等を備えるように構成されており、制御部１２により
制御されて、音声や所定のビープ音等を発音するように機能する。なお、音響部は、スピ
ーカ等の発音機能に加えて、マイク等の集音機能やイヤホンジャック等を兼備するように
構成されてもよい。
【００３２】
　次に、ボトムモジュール３０ａについて説明する。
　ボトムモジュール３０ａは、ベースモジュール１０のケース１１の長手方向他端側に組
み付けられる機能モジュールであって、外郭を構成するケース３１ａに対して、キー操作
部３２ａ及び電池ユニット３３ａが収容等されるように構成されている。また、ケース３
１ａの下端には、外部接続用のコネクタや電池ユニット３３ａの充電用端子等が露出する
ように配置されている。
【００３３】
　キー操作部３２ａは、複数のファンクションキーやテンキー等を備えるように構成され
ており、そのキー操作に応じた操作信号を制御部１２に出力するように構成されている。
【００３４】
　次に、バックモジュール４０ａについて説明する。
　バックモジュール４０ａは、ベースモジュール１０における表示画面１４ａに対して裏
面側に組み付けられる機能モジュールであって、外郭を構成するケース４１ａの内面側に
通信部１５にて利用可能なアンテナ４２ａが配置されるように構成されている。
【００３５】
　上述のように構成されるトップモジュール２０ａ、ボトムモジュール３０ａ、バックモ
ジュール４０ａが、ベースモジュール１０の長手方向一端側、長手方向他端側、裏面側に
組み付けられることで、図１～図３に示すように、情報読取装置１ａが構成される。これ
らの組み付け時に、図４に示すように、トップモジュール２０ａの情報コード読取ユニッ
ト２３ａ及び音響部２５ａや、ボトムモジュール３０ａのキー操作部３２ａ、バックモジ
ュール４０ａのアンテナ４２ａなどがコネクタ等を介して制御部１２に対して接続される
。また、ボトムモジュール３０ａの電池ユニット３３ａが制御部１２や各モジュールの各
種電気部品に対して電力供給可能に接続される。
【００３６】
　このように構成される情報読取装置１ａでは、制御部１２は、電源投入時に、ベースモ
ジュール１０に対して接続された３つの機能モジュールのそれぞれに対して所定の信号を
送信しこの送信に応じて受信（取得）した確認信号に応じて、接続された機能モジュール
により付加される機能等を認識する。
【００３７】
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　上述のようにトップモジュール２０ａ、ボトムモジュール３０ａ及びバックモジュール
４０ａが接続されている場合には、制御部１２は、トップモジュール２０ａの情報コード
読取ユニット２３ａ及び音響部２５ａ、ボトムモジュール３０ａのキー操作部３２ａ及び
電池ユニット３３ａ、バックモジュール４０ａのアンテナ４２ａからの信号に応じて、付
加される機能等を認識する。
【００３８】
　そして、認識した機能を実現するためのアプリケーションプログラムが選択可能に表示
画面１４ａに表示される。上述のような接続構成であれば、例えば、情報コードを読み取
るためのアプリケーションプログラムや音響部２５ａを利用するためのアプリケーション
プログラムが表示画面１４ａに選択可能に表示される。なお、上記接続構成では、例えば
、後述するような無線タグを読み取る機能の付加が認識されないため、無線タグを読み取
るためのアプリケーションプログラムは表示画面１４ａに選択可能に表示されることもな
い。
【００３９】
　一方、例えば、トップモジュール２０ａが接続されていない状態で電源投入されると、
制御部１２は、トップモジュール２０ａからの信号を受信できないため、トップモジュー
ル２０ａの接続が確認できないとして、第１の報知として、トップモジュールが接続不良
状態であることをタッチパネル１４の表示画面１４ａに表示して報知する。なお、タッチ
パネル１４は、制御部１２により報知内容が制御される「報知部」の一例に相当し得る。
【００４０】
　次に、情報読取装置１ｂの構成について説明する。
　情報読取装置１ｂは、より離れた位置の情報コードをも読み取り可能に構成される装置
であって、図６～図９に示すように、情報読取装置１ａに対して、トップモジュール２０
ａに代えてトップモジュール２０ｂを備えるように構成される。すなわち、情報読取装置
１ｂは、ベースモジュール１０に対してトップモジュール２０ｂ、ボトムモジュール３０
ａ及びバックモジュール４０ａを組み付けてコネクタ等を介して電気的に接続することで
構成される。
【００４１】
　トップモジュール２０ｂは、外郭を構成するケース２１ｂに対して、読取口２２ｂを介
して情報コードを光学的に読み取る情報コード読取ユニット２３ｂと音響部２５ａとが収
容等されるように構成されている。情報コード読取ユニット２３ｂは、情報コード読取ユ
ニット２３ａに対してより遠くの情報コードをデコード可能に撮像するため大型化してお
り、この情報コード読取ユニット２３ａを保持するケース２１ｂは、ケース２１ａに対し
てバックモジュール４０ａからの飛出し高さが高くなるように形成される。なお、情報コ
ード読取ユニット２３ｂは、外部の情報として情報コードＣを読み取る「第１の読取部」
の一例に相当し得る。
【００４２】
　上述のように構成されるトップモジュール２０ｂ、ボトムモジュール３０ａ、バックモ
ジュール４０ａが、ベースモジュール１０の長手方向一端側、長手方向他端側、裏面側に
組み付けられることで、図６～図８に示すように、情報読取装置１ｂが構成される。これ
らの組み付け時に、図９に示すように、トップモジュール２０ｂの情報コード読取ユニッ
ト２３ｂ及び音響部２５ａや、ボトムモジュール３０ａのキー操作部３２ａ、バックモジ
ュール４０ａのアンテナ４２ａなどがコネクタ等を介して制御部１２に対して接続される
。また、ボトムモジュール３０ａの電池ユニット３３ａが制御部１２や各モジュールの各
種電気部品に対して電力供給可能に接続される。
【００４３】
　このように構成される情報読取装置１ｂでは、情報読取装置１ａと同様に、電源投入時
に、制御部１２は、トップモジュール２０ｂの情報コード読取ユニット２３ｂ及び音響部
２５ａ、ボトムモジュール３０ａのキー操作部３２ａ及び電池ユニット３３ａ、バックモ
ジュール４０ａのアンテナ４２ａからの信号に応じて、付加される機能等を認識する。そ
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して、認識した機能を実現するためのアプリケーションプログラムが選択可能に表示画面
１４ａに表示される。また、いずれかの機能モジュールが接続されていない場合には、第
１の報知として、そのモジュールが接続不良状態であることが表示画面１４ａに表示され
て報知される。
【００４４】
　次に、情報読取装置１ｃの構成について説明する。
　情報読取装置１ｃは、無線タグを読み書き可能であってガンタイプの把持部を備える装
置であって、図１０～図１３に示すように、情報読取装置１ａに対して、トップモジュー
ル２０ａ及びバックモジュール４０ａに代えてトップモジュール２０ｃ及びバックモジュ
ール４０ｃを備えるように構成される。すなわち、情報読取装置１ｃは、ベースモジュー
ル１０に対してトップモジュール２０ｃ、ボトムモジュール３０ａ及びバックモジュール
４０ｃを組み付けてコネクタ等を介して電気的に接続することで構成される。
【００４５】
　トップモジュール２０ｃは、外郭を構成するケース２１ｃに対して、無線タグ処理ユニ
ット２６ｃと音響部２５ａとが収容等されるように構成されている。無線タグ処理ユニッ
ト２６ｃは、無線タグ用のアンテナ２７ａ及び制御部１２と協働して無線タグＴとの間で
電磁波による通信を行ない、無線タグＴに記憶されるデータの読取り、或いは無線タグＴ
に対するデータの書込みを行なうように機能するものである。この無線タグ処理ユニット
２６ｃは、公知の電波方式で伝送を行う回路として構成されており、図１４にて概略的に
示すように、送信回路２７ｂ、受信回路２７ｃ、整合回路２７ｄなどを有している。
【００４６】
　送信回路２７ｂは、キャリア発振器、符号化部、増幅器、送信部フィルタ、変調部など
によって構成されており、キャリア発振器から所定の周波数のキャリア（搬送波）が出力
される構成をなしている。また、符号化部は、制御部１２に接続されており、当該制御部
１２より出力される送信データを符号化して変調部に出力している。変調部は、キャリア
発振器からのキャリア（搬送波）、及び符号化部からの送信データが入力される部分であ
り、キャリア発振器より出力されるキャリア（搬送波）に対し、通信対象へのコマンド送
信時に符号化部より出力される符号化された送信符号（変調信号）によってＡＳＫ（Ampl
itude Shift Keying）変調された被変調信号を生成し、増幅器に出力している。増幅器は
、入力信号（変調部によって変調された被変調信号）を所定のゲインで増幅し、その増幅
信号を送信部フィルタに出力しており、送信部フィルタは、増幅器からの増幅信号をフィ
ルタリングした送信信号を、整合回路２７ｄを介してアンテナ２７ａに出力している。こ
のようにしてアンテナ２７ａに送信信号が出力されると、その送信信号が送信電波として
当該アンテナ２７ａより外部に放射される。
【００４７】
　一方、アンテナ２７ａによって受信された応答信号は、整合回路２７ｄを介して受信回
路２７ｃに入力される。この受信回路２７ｃは、受信部フィルタ、増幅器、復調部、二値
化処理部、複号化部などによって構成されており、アンテナ２７ａを介して受信された応
答信号を受信部フィルタによってフィルタリングした後、増幅器によって増幅し、その増
幅信号を復調部によって復調する。そして、その復調された信号波形を二値化処理部によ
って二値化し、復号化部にて復号化した後、その復号化された信号を受信データとして制
御部１２に出力している。なお、無線タグ処理ユニット２６ｃは、外部の情報として無線
タグＴに記録される情報を読み取る「第１の読取部」及び「無線通信部」の一例に相当し
得る。
【００４８】
　バックモジュール４０ｃは、ベースモジュール１０における表示画面１４ａに対して裏
面側に組み付けられる機能モジュールであって、外郭を構成するケース４１ｃの一部がガ
ンタイプとなる把持部４３ｃを構成するように形成される。このケース４１ｃのトップモ
ジュール２０ｃ近傍となる外面には、トリガーキー４４ｃが配置され、ケース４１ｃ内に
は、大容量電池ユニット４５ｃが収容されている。
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【００４９】
　上述のように構成されるトップモジュール２０ｃ、ボトムモジュール３０ａ、バックモ
ジュール４０ｃが、ベースモジュール１０の長手方向一端側、長手方向他端側、裏面側に
組み付けられることで、図１０～図１２に示すように、情報読取装置１ｃが構成される。
これらの組み付け時に、図１３に示すように、トップモジュール２０ｃの無線タグ処理ユ
ニット２６ｃ及び音響部２５ａや、ボトムモジュール３０ａのキー操作部３２ａ、バック
モジュール４０ｃのトリガーキー４４ｃなどがコネクタ等を介して制御部１２に対して接
続される。また、ボトムモジュール３０ａの電池ユニット３３ａやバックモジュール４０
ｃの大容量電池ユニット４５ｃが制御部１２や各モジュールの各種電気部品に対して電力
供給可能に接続される。
【００５０】
　このように構成される情報読取装置１ｃでは、情報読取装置１ａと同様に、電源投入時
に、制御部１２は、トップモジュール２０ｃの無線タグ処理ユニット２６ｃ及び音響部２
５ａ、ボトムモジュール３０ａのキー操作部３２ａ及び電池ユニット３３ａ、バックモジ
ュール４０ｃのトリガーキー４４ｃ及び大容量電池ユニット４５ｃからの信号に応じて、
付加される機能等を認識する。
【００５１】
　そして、認識した機能を実現するためのアプリケーションプログラムが選択可能に表示
画面１４ａに表示される。上述のような接続構成であれば、例えば、無線タグを読み取る
ためのアプリケーションプログラムや音響部２５ａを利用するためのアプリケーションプ
ログラムが表示画面１４ａに選択可能に表示され、情報コードを読み取る機能の付加が認
識されないため、情報コードを読み取るためのアプリケーションプログラムは表示画面１
４ａに選択可能に表示されることもない。また、いずれかの機能モジュールが接続されて
いない場合には、第１の報知として、そのモジュールが接続不良状態であることが表示画
面１４ａに表示されて報知される。
【００５２】
　本実施形態に係る情報読取装置１ｃの無線タグ処理ユニット２６ｃは、電源投入時の最
初の制御部１２からの機能認識のための確認指示を除き、制御部１２から指示を受けるこ
となく複数の無線タグＴから読み取った情報を順次制御部１２に送信する。このため、制
御部１２は、無線タグ処理ユニット２６ｃに対して読み取り指示を行うことなく無線タグ
処理ユニット２６ｃから読み取った情報を順次受信することができる。
【００５３】
　次に、情報読取装置１ｄの構成について説明する。
　情報読取装置１ｄは、小型軽量化を図るためにキーボードが無いスマートフォンタイプ
として構成される装置であって、図１５～図１８に示すように、情報読取装置１ａに対し
て、ボトムモジュール３０ａに代えてボトムモジュール３０ｄを備えるように構成される
。すなわち、情報読取装置１ｄは、ベースモジュール１０に対してトップモジュール２０
ａ、ボトムモジュール３０ｄ及びバックモジュール４０ａを組み付けてコネクタ等を介し
て電気的に接続することで構成される。
【００５４】
　ボトムモジュール３０ｄは、外郭を構成するケース３１ｄにより、ベースモジュール１
０のケース１１とともに電池ユニット３３ｄが収容されるように構成されている。また、
ケース３１ｄの下端には、外部接続用のコネクタや電池ユニット３３ｄの充電用端子等が
露出するように配置されている。
【００５５】
　上述のように構成されるトップモジュール２０ａ、ボトムモジュール３０ｄ、バックモ
ジュール４０ａが、ベースモジュール１０の長手方向一端側、長手方向他端側、裏面側に
組み付けられることで、図１５～図１７に示すように、情報読取装置１ｄが構成される。
これらの組み付け時に、図１８に示すように、トップモジュール２０ａの情報コード読取
ユニット２３ａ及び音響部２５ａや、バックモジュール４０ａのアンテナ４２ａなどがコ
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ネクタ等を介して制御部１２に対して接続される。また、ボトムモジュール３０ｄの電池
ユニット３３ｄが制御部１２や各モジュールの各種電気部品に対して電力供給可能に接続
される。
【００５６】
　このように構成される情報読取装置１ｄでは、情報読取装置１ａと同様に、電源投入時
に、制御部１２は、トップモジュール２０ａの情報コード読取ユニット２３ａ及び音響部
２５ａ、ボトムモジュール３０ｄの電池ユニット３３ｄ、バックモジュール４０ａのアン
テナ４２ａからの信号に応じて、付加される機能等を認識する。
【００５７】
　そして、認識した機能を実現するためのアプリケーションプログラムが選択可能に表示
画面１４ａに表示される。上述のような接続構成であれば、例えば、情報コードを読み取
るためのアプリケーションプログラムや音響部２５ａを利用するためのアプリケーション
プログラムが表示画面１４ａに選択可能に表示され、その一方で無線タグを読み書きする
ためのアプリケーションプログラムは表示画面１４ａに選択可能に表示されることもない
。また、いずれかの機能モジュールが接続されていない場合には、第１の報知として、そ
のモジュールが接続不良状態であることが表示画面１４ａに表示されて報知される。
【００５８】
　次に、情報読取装置１ｅの構成について説明する。
　情報読取装置１ｅは、非接触充電可能なスマートフォンタイプとして構成される装置で
あって、図１９～図２２に示すように、情報読取装置１ｄに対して、バックモジュール４
０ａに代えてバックモジュール４０ｅを備えるように構成される。すなわち、情報読取装
置１ｅは、ベースモジュール１０に対してトップモジュール２０ａ、ボトムモジュール３
０ｄ及びバックモジュール４０ｅを組み付けてコネクタ等を介して電気的に接続すること
で構成される。
【００５９】
　バックモジュール４０ｅは、バックモジュール４０ａと同様に、ベースモジュール１０
における表示画面１４ａに対して裏面側に組み付けられる機能モジュールである。このバ
ックモジュール４０ｅの外郭を構成するケース４１ｅは、ケース４１ａに対して内面側中
央に外側に突出する凹部が形成されており、この凹部内に非接触充電ユニット４６ｅが配
置されている。
【００６０】
　上述のように構成されるトップモジュール２０ａ、ボトムモジュール３０ｄ、バックモ
ジュール４０ｅが、ベースモジュール１０の長手方向一端側、長手方向他端側、裏面側に
組み付けられることで、図１９～図２１に示すように、情報読取装置１ｅが構成される。
これらの組み付け時に、図２２に示すように、トップモジュール２０ａの情報コード読取
ユニット２３ａ及び音響部２５ａや、バックモジュール４０ｅの非接触充電ユニット４６
ｅなどがコネクタ等を介して制御部１２に対して接続される。また、ボトムモジュール３
０ｄの電池ユニット３３ｄが制御部１２や各モジュールの各種電気部品に対して電力供給
可能に接続される。
【００６１】
　このように構成される情報読取装置１ｅでは、情報読取装置１ａと同様に、電源投入時
に、制御部１２は、トップモジュール２０ａの情報コード読取ユニット２３ａ及び音響部
２５ａ、ボトムモジュール３０ｄの電池ユニット３３ｄ、バックモジュール４０ｅの非接
触充電ユニット４６ｅからの信号に応じて、付加される機能等を認識する。
【００６２】
　そして、認識した機能を実現するためのアプリケーションプログラムが選択可能に表示
画面１４ａに表示される。また、いずれかの機能モジュールが接続されていない場合には
、第１の報知として、そのモジュールが接続不良状態であることが表示画面１４ａに表示
されて報知される。
【００６３】
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　以上説明したように、本実施形態に係る情報読取装置では、ベースモジュール１０は、
組み付けられるトップモジュール、ボトムモジュール及びバックモジュールの３つの機能
モジュールを利用した制御を行なう制御部１２と、制御部１２により表示内容が制御され
るタッチパネル１４とを備え、トップモジュールはベースモジュール１０の長手方向一端
側にて接続され、ボトムモジュールはベースモジュール１０の長手方向他端側にて接続さ
れ、バックモジュールはベースモジュール１０におけるタッチパネル１４の表示画面１４
ａに対して裏面側にて接続される。そして、制御部１２は、ベースモジュール１０に対し
て接続された３つの機能モジュールから取得した情報に応じてそれぞれの機能を認識する
。
【００６４】
　これにより、利用するシーンに適した機能を備える３つの機能モジュールをベースモジ
ュール１０に対してそれぞれ接続することで、その接続した機能モジュールに応じた所定
の機能等が制御部により制御される。特に、各機能モジュールや各機能をそれぞれ実現す
るために用意される複数のアプリケーションプログラムを共通の設計思想に基づいて設計
できるので、操作方法やキー配置、操作時の表示態様等の共通化を容易に図ることができ
る。したがって、各シーンで要求される機能が異なる場合でもユーザが操作しやすい情報
読取装置を実現することができる。
【００６５】
　さらに、制御部１２は、電源投入時に、ベースモジュール１０に対して接続された３つ
の機能モジュールから取得した情報に応じてそれぞれの機能を認識する。通常、ベースモ
ジュール１０に対して各機能モジュールを接続した後に電源投入するので、接続される各
機能モジュールの機能を確実に認識することができる。
【００６６】
　特に、情報読取装置１ｃでは、制御部１２は、無線タグ処理ユニット２６ｃに対して指
示することなく、無線タグ処理ユニット２６ｃが読み取った外部の情報を当該無線タグ処
理ユニット２６ｃから受信する。これにより、制御部１２にて最初に無線タグ処理ユニッ
ト２６ｃを認識さえすれば、その後は無線タグ処理ユニット２６ｃへの指示が不要となる
ので、制御部１２での通信処理に関する負荷を軽減することができる。
【００６７】
　また、制御部１２は、トップモジュール、ボトムモジュール及びバックモジュールの少
なくともいずれか１つのベースモジュール１０への接続が確認できない場合に、第１の報
知を行うように表示画面１４ａの表示内容を制御する。これにより、表示画面１４ａを利
用して第１の報知が行われた場合には、トップモジュール、ボトムモジュール及びバック
モジュールの少なくともいずれか１つがベースモジュール１０に接続されていない接続不
良状態であることを容易に認識でき、その接続不良状態を迅速に解消することができる。
なお、上記第１の報知は、表示画面１４ａの表示内容を利用して行われることに限らず、
ベースモジュール１０の他の機能、例えば、所定の発光等状態となるＬＥＤ等を報知部と
して利用して行われてもよい。
【００６８】
　なお、制御部１２は、トップモジュールにより付加される機能、ボトムモジュールによ
り付加される機能及びバックモジュールにより付加される機能が、所定の機能の組み合わ
せとなる場合に、第２の報知を行うように表示画面１４ａの表示内容を制御してもよい。
具体的には、例えば、トップモジュールにより付加される読取機能とバックモジュールに
より付加される読取機能とが互いに干渉等するために相性が悪くなる場合等、除外すべき
組み合わせを上記所定の機能の組み合わせとして設定して記憶部１３に予め記憶する。そ
して、この除外すべき組み合わせが制御部１２により認識されると、上記第２の報知とし
て、除外すべき組み合わせであることが表示画面１４ａに表示されて報知される。これに
より、修理・交換等の際に誤って除外すべき組み合わせで各機能モジュールがベースモジ
ュール１０に接続されたとしても、上記第２の報知が行われた場合には、除外すべき組み
合わせになっていることを容易に認識でき、その除外すべき組み合わせを迅速に解消する
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ことができる。なお、上記第２の報知は、表示画面１４ａの表示内容を利用して行われる
ことに限らず、ベースモジュール１０の他の機能、例えば、ＬＥＤの発光状態等を利用し
て行われてもよい。
【００６９】
　また、制御部１２は、記憶部１３に実行可能に記憶される複数のアプリケーションプロ
グラムのうち、認識した機能を実現するためのアプリケーションプログラムを選択可能に
表示し、認識されない機能を実現するためのアプリケーションプログラムを表示しないよ
うに、タッチパネル１４の表示画面１４ａを制御する。これにより、接続した機能モジュ
ールに応じて付加される機能と異なる機能を実現するためのアプリケーションプログラム
が表示画面１４ａに表示されることもないため、誤操作が防止されて、操作性を向上させ
ることができる。
【００７０】
［第２実施形態］
　次に、第２実施形態に係る情報読取装置について、図面を参照して説明する。
　本第２実施形態では、ベースモジュールに対して少なくとも第１の機能モジュール及び
第２の機能モジュールを含めた複数の機能モジュールがそれぞれ接続される点が、上記第
１実施形態と主に異なる。したがって、第１実施形態と実質的に同一の構成部分には、同
一符号を付し、その説明を省略する。
【００７１】
　本実施形態に係るベースモジュールは、上記第１実施形態にて述べたバックモジュール
として付加される機能が予め組み込まれるように一体化して構成されている。このため、
このベースモジュールに対して、第１の機能モジュールとなるトップモジュールと第２の
機能モジュールとなるボトムモジュールとをそれぞれ接続することで所定の機能を付加す
るように情報読取装置が構成される。
【００７２】
　具体的には、本実施形態に係るベースモジュール１０ｆは、図２３に示すように、上述
したベースモジュール１０に対してバックモジュール４０ａとして付加される機能が予め
組み込まれるように一体化して構成されている。ベースモジュール１０ｆの外郭を構成す
るケース１１ｆは、上述したケース１１とケース４１ａとを一体化した形状となっている
。このベースモジュール１０ｆに対して、トップモジュール２０ａとボトムモジュール３
０ａとをそれぞれ接続することで、図２４に示す所定の機能を有する情報読取装置１ｆが
構成される。
【００７３】
　このように構成される情報読取装置１ｆでは、制御部１２は、電源投入時に、ベースモ
ジュール１０ｆに対して接続された２つの機能モジュールのそれぞれに対して所定の信号
を送信しこの送信に応じて受信（取得）した確認信号に応じて、接続された機能モジュー
ルにより付加される機能等を認識する。
【００７４】
　上述のようにトップモジュール２０ａ及びボトムモジュール３０ａが接続されている場
合には、制御部１２は、トップモジュール２０ａの情報コード読取ユニット２３ａ及び音
響部２５ａ、ボトムモジュール３０ａのキー操作部３２ａ及び電池ユニット３３ａからの
信号に応じて、付加される機能等を認識する。
【００７５】
　そして、認識した機能を実現するためのアプリケーションプログラムが選択可能に表示
画面１４ａに表示される。上述のような接続構成であれば、例えば、情報コードを読み取
るためのアプリケーションプログラムや音響部２５ａを利用するためのアプリケーション
プログラムが表示画面１４ａに選択可能に表示される。なお、上記接続構成では、例えば
、無線タグを読み取る機能の付加が認識されないため、無線タグを読み取るためのアプリ
ケーションプログラムは表示画面１４ａに選択可能に表示されることもない。
【００７６】
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　また、このように構成されるベースモジュール１０ｆに対して、トップモジュール２０
ａに代えて上述したトップモジュール２０ｂ及びトップモジュール２０ｃのいずれかを接
続することで、その接続したトップモジュールに応じた機能を付加した情報読取装置を構
成することができる。また、ベースモジュール１０ｆに対して、ボトムモジュール３０ａ
に代えて上述したボトムモジュール３０ｄを接続することで、その接続したボトムモジュ
ールに応じた機能を付加した情報読取装置を構成することができる。
【００７７】
　本実施形態の第１変形例として、例えば、図２５に示すように、上述したベースモジュ
ール１０に対してバックモジュール４０ｅとして付加される機能が予め組み込まれるよう
に一体化してベースモジュール１０ｇが構成されてもよい。このベースモジュール１０ｇ
の外郭を構成するケース１１ｇは、上述したケース１１とケース４１ｅとを一体化した形
状となっている。このベースモジュール１０ｇに対して、トップモジュール２０ａとボト
ムモジュール３０ｄとをそれぞれ接続することで、図２６に示す所定の機能を有する情報
読取装置１ｇが構成される。
【００７８】
　このようにしても、情報読取装置１ｇの制御部１２は、接続された機能モジュールによ
り付加される機能等を認識し、認識した機能を実現するためのアプリケーションプログラ
ムを選択可能に表示画面１４ａに表示するための処理を行う。また、このように構成され
るベースモジュール１０ｇに対して、トップモジュール２０ａに代えて上述したトップモ
ジュール２０ｂ及びトップモジュール２０ｃのいずれかを接続することで、その接続した
トップモジュールに応じた機能を付加した情報読取装置を構成することができる。また、
ベースモジュール１０ｇに対して、ボトムモジュール３０ｄに代えて上述したボトムモジ
ュール３０ａを接続することで、その接続したボトムモジュールに応じた機能を付加した
情報読取装置を構成することができる。
【００７９】
　本実施形態の第２変形例として、上述したボトムモジュールとして付加される機能が予
め組み込まれるように一体化してベースモジュールが構成され、このベースモジュールに
対して、第１の機能モジュールとなるトップモジュールと第２の機能モジュールとなるバ
ックモジュールとをそれぞれ接続することで所定の機能を付加するように情報読取装置が
構成されてもよい。また、上述したトップモジュールとして付加される機能が予め組み込
まれるように一体化してベースモジュールが構成され、このベースモジュールに対して、
第１の機能モジュールとなるボトムモジュールと第２の機能モジュールとなるバックモジ
ュールとをそれぞれ接続することで所定の機能を付加するように情報読取装置が構成され
てもよい。
【００８０】
　本実施形態の第３変形例として、少なくとも制御部１２を有するベースモジュールに対
して、第１の機能モジュール及び第２の機能モジュールを含めた４つ以上の機能モジュー
ルがそれぞれ接続されて、制御部１２が各機能モジュールから取得した情報に応じてそれ
ぞれの機能を認識することで、所定の機能を付加するように情報読取装置が構成されても
よい。
【００８１】
　この場合、例えば、第３変形例に係る情報読取装置１ｈのベースモジュール５０は、図
２７に示すように、制御部１２、記憶部１３、タッチパネル（ベースモジュール用表示部
）１４、通信部１５に加えて、バッテリ装着部５１及びキー操作部（ベースモジュール用
キー操作部）５２を備えるように構成することができる。なお、第３変形例に係るベース
モジュール５０は、制御部１２に加えて、記憶部１３、タッチパネル１４、通信部１５、
バッテリ装着部５１及びキー操作部５２の少なくともいずれか１つを備えるように構成す
ることもできる。
【００８２】
　また、第３変形例に係る第１の機能モジュール６０は、図２７に示すように、外部の情
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報を読み取るための第１の読取部６１、第１の表示部６２、第１の音響部６３、第１のキ
ー操作部６４、第１のセンサ６５、第１のバイブレータ６６、第１の照明部６７、第１の
電池ユニット６８、第１の電池蓋開封検知部６９、第１の小型保護部７０、第１のアンテ
ナ７１、第１の充電ユニット７２、第１の把持部７３を備えるように構成することができ
る。なお、第３変形例に係る第１の機能モジュール６０は、第１の読取部６１、第１の表
示部６２、第１の音響部６３、第１のキー操作部６４、第１のセンサ６５、第１のバイブ
レータ６６、第１の照明部６７、第１の電池ユニット６８、第１の電池蓋開封検知部６９
、第１の小型保護部７０、第１のアンテナ７１、第１の充電ユニット７２、第１の把持部
７３の少なくとも１つを備えるように構成することもできる。
【００８３】
　また、第３変形例に係る第２の機能モジュール８０は、図２７に示すように、外部の情
報を読み取るための第２の読取部８１、第２の表示部８２、第２の音響部８３、第２のキ
ー操作部８４、第２のセンサ８５、第２のバイブレータ８６、第２の照明部８７、第２の
電池ユニット８８、第２の電池蓋開封検知部８９、第２の小型保護部９０、第２のアンテ
ナ９１、第２の充電ユニット９２、第２の把持部９３を備えるように構成することができ
る。なお、第３変形例に係る第２の機能モジュール８０は、第２の読取部８１、第２の表
示部８２、第２の音響部８３、第２のキー操作部８４、第２のセンサ８５、第２のバイブ
レータ８６、第２の照明部８７、第２の電池ユニット８８、第２の電池蓋開封検知部８９
、第２の小型保護部９０、第２のアンテナ９１、第２の充電ユニット９２、第２の把持部
９３の少なくとも１つを備えるように構成することもできる。
【００８４】
　ここで、第１の読取部６１及び第２の読取部８１を含めた読取部は、例えば、情報コー
ド読取ユニット２３ａ等のように外部の情報として情報コードＣを読み取るように構成さ
れてもよいし、無線タグ処理ユニット２６ｃ等のように外部の情報として無線タグＴに記
録される情報を読み取るように構成されてもよい。また、第１の表示部６２及び第２の表
示部８２を含めた表示部は、タッチパネル１４や液晶表示器等のように、制御部１２によ
って表示内容が制御されるように構成することができる。また、第１の音響部６３及び第
２の音響部８３を含めた音響部は、音響部２５ａのように、スピーカ等の発音機能及びマ
イク等の集音機能の少なくともいずれか１つを備えるように構成することができる。また
、第１のキー操作部６４及び第２のキー操作部８４を含めたキー操作部は、トリガーキー
や電源キー、マジックキー、ケース側面のキー、ファンクションキー、テンキー等を少な
くともいずれか１つ備えて、そのキー操作に応じた操作信号を制御部１２に出力するよう
に構成することができる。また、第１のセンサ６５及び第２のセンサ８５を含めたセンサ
は、近接センサや照度センサのように周囲環境又は装置内の状態を検出し、その検出状態
に応じた信号を制御部１２に出力するように構成することができる。また、第１のバイブ
レータ６６及び第２のバイブレータ８６を含めたバイブレータは、制御部１２からの駆動
信号に応じて所定のパターンで振動するように構成することができる。また、第１の照明
部６７及び第２の照明部８７を含めた照明部は、ＬＥＤ等であって、制御部１２によって
照明光の照射状態が制御されるように構成することができる。また、第１の電池ユニット
６８及び第２の電池ユニット８８を含めた電池ユニットは、電池ユニット３３ａや電池ユ
ニット３３ｄのように、情報読取装置を構成する各部品に対して電力を供給するように構
成することができる。また、第１の電池蓋開封検知部６９及び第２の電池蓋開封検知部８
９を含めた電池蓋開封検知部は、電池蓋の開封を検知したときにその検知信号を制御部１
２に出力するように構成することができる。また、第１の小型保護部７０及び第２の小型
保護部９０を含めた小型保護部（スマホ意匠部）は、ベースモジュールとの接続部分を保
護し、外郭を構成する小型のケースにより当該ケースを含めたベースモジュールとの接続
部分の外郭がスマートフォンやタブレットのような略平板形状の一部となるように構成す
ることができる。また、第１のアンテナ７１及び第２のアンテナ９１を含めたアンテナは
、アンテナ４２ａのように、外部インタフェースとして機能する通信部１５等により当該
アンテナを介して無線通信等を行うように構成することができる。また、第１の充電ユニ



(18) JP 2019-194843 A 2019.11.7

10

20

30

40

50

ット７２及び第２の充電ユニット９２を含めた充電ユニットは、非接触充電ユニット４６
ｅのように非接触にて充電されるように構成されてもよいし、接続された端子等を介して
充電されるように構成されてもよい。また、第１の把持部７３及び第２の把持部９３を含
めた把持部は、把持部４３ｃのようにガンタイプとして構成されてもよいし、他の把持し
やすいタイプに構成されてもよい。
【００８５】
　なお、本実施形態の第３変形例では、ベースモジュールに対して、一部の機能モジュー
ルが無線通信を利用して接続されてもよい。
【００８６】
　なお、本発明は上記実施形態等に限定されるものではなく、例えば、以下のように具体
化してもよい。
（１）本発明の第１実施形態に係る情報読取装置は、上述した５種類の情報読取装置１ａ
～１ｅとして構成されることに限ることなく、ベースモジュールに対して他の機能を有す
るトップモジュール、ボトムモジュール及びバックモジュールを接続することで構成され
てもよい。例えば、トップモジュールが第１の読取部として近距離無線通信（ＮＦＣ：Ne
ar Field Communication）機能を利用してＩＣカード等を読み書きする通信ユニットを有
するように構成されてもよい。また、トップモジュールが、第１の読取部として機能する
情報コード読取ユニット２３ａ、音響部２５ａ、トップモジュール用キー操作部、センサ
、トップモジュール用バイブレータ及び照明部の少なくともいずれか１つを備えるように
構成されてもよい。また、ボトムモジュールが第２の読取部として上記通信ユニットや情
報コード読取ユニット、無線タグ処理ユニット等を有するように構成されてもよい。また
、ボトムモジュールが、上記第２の読取部、キー操作部、電池ユニット、ボトムモジュー
ル用音響部、電池蓋開封検知部及び小型保護部の少なくともいずれか１つを備えるように
構成されてもよい。また、バックモジュールが第３の読取部として上記通信ユニットや情
報コード読取ユニット、無線タグ処理ユニット等を有するように構成されてもよい。また
、バックモジュールが、上記第３の読取部、アンテナ、充電ユニット、把持部、バックモ
ジュール用電池ユニット及びバックモジュール用バイブレータの少なくともいずれか１つ
を備えるように構成されてもよい。
【００８７】
（２）トップモジュール、ボトムモジュール及びバックモジュールが接続されるベースモ
ジュールは、上述したベースモジュール１０として構成されることに限らず、少なくとも
３つの機能モジュールを利用した制御を行なう制御部とこの制御部により表示内容が制御
される表示部とを備える構成であれば、音響部やバッテリ装着部、ベースモジュール用キ
ー操作部などの他の機能を有するように構成されてもよい。また、ベースモジュールは、
ケース１１内に配置されるアンテナ又は接続されるバックモジュール４０ａのアンテナ４
２ａを利用して無線通信を行うように構成されることに限らず、トップモジュールに設け
られるアンテナやボトムモジュールに設けられるアンテナを利用して無線通信を行うよう
に構成されてもよい。
【符号の説明】
【００８８】
　１ａ～１ｅ…情報読取装置
　１０…ベースモジュール
　１２…制御部
　１３…記憶部
　１４…タッチパネル（表示部，報知部）
　１５…通信部
　２０ａ，２０ｂ，２０ｃ…トップモジュール
　２３ａ，２３ｂ…情報コード読取ユニット（第１の読取部）
　２５ａ…音響部
　２６ｃ…無線タグ処理ユニット（第１の読取部）
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　３０ａ，３０ｄ…ボトムモジュール
　３２ａ…キー操作部
　３３ａ，３３ｄ…電池ユニット
　４０ａ，４０ｃ，４０ｅ…バックモジュール
　４２ａ…アンテナ
　４３ｃ…把持部
　４４ｃ…トリガーキー
　４５ｃ…大容量電池ユニット
　４６ｅ…非接触充電ユニット（充電ユニット）
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